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洛和会音羽リハビリテーション病院
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レスパイト入院のすすめレスパイト入院のすすめ

沼　謙司
ぬま けん じ洛和会音羽リハビリテーション病院

外科 副院長

　介護保険制度ではショートステイという

サービスがあります。しかし、医療必要度の

高い要介護者は、必要な医療処置を介護施設

で行えないことが多く、ショートステイを利用

しにくいのが現状です。地域包括ケア病床

を持つ洛和会音羽リハビリテーション病院

では、介護者さんの日々の疲れ、病気、入院、

出産、冠婚葬祭、旅行などで一時的に在宅

介護が困難になる場合、負担を軽減することを

目的とし、在宅で常時医療管理や介護が必要

な方を対象とした “一時休息入院” いわゆる

「レスパイト入院」を受け入れております。

　レスパイト（respite）とは「ひと休み」「息

抜き」といった意味の英語です。ケアマネ

ジャー、訪問看護ステーションなども通じて、

当院の地域連携課へご相談ください。可能な

限り対応できるよう努力いたします。

　『ときどき入院、ほぼ在宅』―患者さんが

自宅などの住み慣れた生活の場で療養し続ける

ために、レスパイト入院のご利用をお勧めし

ます。これまでとはちょっと違った病院の利用

方法です。普段頑張っておられる在宅介護者

の皆さんに、「レスパイト入院」を利用した、

ちょっと一休みをお勧めしてみませんか。
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　洛和会音羽リハビリテーション病院は、在宅療養あん
しん病院として、京都府在住の療養中の高齢者（65歳以上
の方）が体調を崩し、在宅での対応が困難になった場合
のスムーズな受け入れを行っています。早めの対応により、
病状の悪化や体の働きの低下をできるだけ防ぎ、在宅
生活の継続を支援します。事前登録には地域のかかり
つけ医の協力が必要となります。患者さんにご希望の方
がおられましたら早めの登録をお願いいたします。

「在宅療養あんしん病院」
  のご案内

地域連携課より

お問い合わせ

■大 塚 学 区 社 会 福 祉 協 議 会 TEL075（501）2498
■山科区地域福祉推進委員会事務局 TEL075（593）1294
■洛和会音羽リハビリテーション病院 看護部 TEL075（581）6221（代）
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地域の方々を対象に、“ちょっと耳より”情報と
「ぺちゃくちゃする場」を毎月提供しています。

10月27日（日）、11月24日（日）、12月22日（日）
午後2時～4時
洛和会音羽リハビリテーション病院 1階ロビー

開催日時

開催場所

当院のレスパイト入院について当院のレスパイト入院について
　在宅療養をされている患者さんの介護者の
方たちを支えるためのものです。介護疲れや
病気・冠婚葬祭・外出などで在宅療養が困難に
なった場合に、患者さんを一時的に病院で受け
入れています。また、レスパイト入院は医療
保険が利用できます。

 TEL075（581）6868（直通）お問い合わせ 洛和会音羽リハビリテーション病院 地域連携課 担当：柏本・吉田・板垣

クリスマスコンサート

洛和会音羽リハビリテーション病院 地域連携課に
お申し込みください
洛和会音羽リハビリテーション病院 地域連携課に
お申し込みください
●お申し込みはかかりつけ医、訪問看護ステーション、居宅介護
支援事業所からお受けしております。

●お申し込みの際は、診療情報提供書と看護サマリー（ADL表）
をFAXしてください。

院内調整後にご返答いたします院内調整後にご返答いたします

洛和会音羽リハビリテーション病院 地域連携課に
お申し込みください

院内調整後にご返答いたします
●申込者へ入院の可否、入院日時についてご返答いたします。
※病棟運営の状況により、受け入れが困難となる場合があることをご了承ください。

申し込み申し込み
を依頼 洛和会

音羽リハビリテーション病院

地域連携課

レスパイト入院ご利用の流れ

患者さん
ご家族

●かかりつけ医
●訪問看護ステーション
●居宅介護支援事業所

ご利用いただける方

●症状が急変し治療が必要になった場合には、
急性期病院に転院することもあります。

●入院には、現在内服中のお薬、お薬手帳、医療
保険証と限度額認定証※が必要です。

レスパイト入院の基本ルールとお願い

※限度額認定証を所有されている方のみ

●自宅で療養中の方。褥瘡処置、痰吸引、麻薬の
管理、胃ろう、気管切開、点滴、在宅酸素など
の医療処置を行っている方、ポリファーマシー
（多剤併用）の調整なども対応可能です。

じょくそう たん




